
 

 

 

 

☆合い言葉☆ チャンス チャレンジ チャンピオン（３つのチャチャチャ） 
☆７つの虹色活動☆  あいさついっぱい 笑顔いっぱい 学びいっぱい スポーツいっぱい 花いっぱい やさしさいっぱい 読書いっぱい みんなで助け合ってがんばる楽しい学級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
石垣市立大浜小学校 

学 校 だ よ り 

第  7  号 

２０２２.1１.１（火） 

 
 

 
 
２日(水)市公立学校職員研修会児童総下 1315 頃 
３日(木)文化の日 
 
７日(月)委員会⑦  お話集会（高学年）  
８日(火)お話集会（中学年） 
９日(水)お話集会（低学年） クラブ⑥（写真撮影） 

授業参観（２～４校時）※分会割振。  
 
１４日(月)児童集会（栽培/美化） クラブ⑦ 
１５日(火)いのちの授業４年 5，6 校時 ４年保護者 
１７日(木)お弁当の日 （お弁当、水筒持参） 

 
２１日(月)ドレミファ集会 クリーン作戦（午後） 

２３日(水)勤労感謝の日 
２４日(木)獅子棒引継ぎ式 ５，６校時 
２５日(金)６年修学旅行 ～２６日（土） 
 
２８日（月）６年生 振替休日 
３０日(水)職員研修（１年１組以外は、13:30 頃下校） 
 

少しずつ、以前の運動会へ 

過日２６日（水）、運動会リハーサルを行いまし

た。各学年とも設定時間内での創意工夫ある演舞

内容で素晴らしかったです。子ども達もドキドキ、ワ

クワクの表情でした。運動会当日を楽しみにされてく

ださい。それから、正門等での手指消毒にご協力く

ださい。また、十分な距離を保てない状況がありまし

たらマスクの着用にご理解ご協力をお願いします。 

やり遂げたことを自信に次へのチャレンジ 

 

今年度は、全学年の児童が運動場から同じ紅白

のチームを応援しながら実施することができました。 

子ども達からの大声援もおおいに盛り上がりまし

た。また「昔遊び（４年～６年児童）」では、テントから

みていた低学年の子ども達も見よう見まねで、一緒

にリズムをとりながら楽しい様子がありました。 

カレンダーが 11 月に変わりましたが、10 月 30 日に行われた運動会の余韻が残る大浜小

学校です。「感動をありがとう！」と嬉しいお言葉がたくさん届き嬉しさでいっぱいです。「紅

白ともに、チャンスをつかめ、燃えろ大小っ子」のスローガン通り、これまでの練習の成果を

お披露目するチャンスをしっかりつかみ、、どの子も楽しく一生懸命演技し、走り抜きました。

風の強さにも、間を置いて降る小粒の雨にも左右され最後までやり抜きました。一人一人の熱

い心のほとばしりを会場中へ放ち、感動を与えてくれました。いい運動会にしようと頑張った

大小っ子達を誇りに思います。頑張りを支えた頂いたのが元気に送り出してくださった保護者

の皆様や当日たくさんの声援を送って下さったご来場者の皆様です。心より感謝申し上げま

す。運動会で得た達成感を、成長の一歩として 11月からの学習に生かしていきたいと思いま

す。 

さて、運動会が終わり、秋の深まりを感じながら、3月の学年終了に向けた行事や取り組み

がスタートします。4年生は、「いのちの授業」で自分のいのちを見つめ直します。5年生は獅

子棒引き継ぎに向けた練習が始まります。6年生は、島を離れて学ぶ修学旅行が待っています。

１年から 3年生は、楽しみながら小学校基礎期の学びを深める大事な月になります。授業参観

日も設定していますので、是非ご来校していただき、授業の様子をごらん下さい。 

今月も、本教教育へのご理解とご協力をよろしくお願いします。 

                        

   校長 仲皿 涼子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期役員認証式。各学級の学級役員が決まり仲皿校長先生より承認証書をいただきました。各学級

の目標に向かうために級友みんなと協力して頑張ろう！まずは、運動会での団結を「ｴｲｴｲ オー！」 

 

本校、体育コーディネーター（ＣＯ）金城一機教諭による２年１組さんでの研究授業には、沖縄県内

各地区の体育専科、体育ＣＯが大浜小へ集結。子ども達の笑顔と思考が溢れる素敵な授業でした。 

職員研修（第２回校内授業研究会３年１組）。運動会の学級スローガンを作ろうでは、理由をつけて自

分の意見を伝えたり、司会団のスムーズな進行で合意形成を図ろうとする姿勢が立派でした。 

 

「ＧＩＧＡスクール構想」の効果的な活用に向け、市教育委員会の伊波主事、ＩＣＴ支援員を招聘し

ルールやＡＩドリルの操作について低学年の親子で参加。子ども達、どんどん吸収して凄いです！！ 


